





Theoretical Physics II 応用数学 
I　有機導体でのエネルギーの磁場依存性と
量子ホール効果の理論 
Theory of magnetic-ﬁeld-dependence of the energy 















の項が消え、 2次の項が重要になることを示した。その場合にも、 ¡kx, +ky, ¡ky の 3方
向については、質量ゼロのディラック点の場合と同じく、エネルギーは波数の 1次依存性
を示す。我々は、このような点を 3/4ディラック点と名づけ、磁場によるエネルギーの量




Magnetization jump in frustrated antiferromagnets
長谷川泰正・中野博生 











Theoretical study of quantum spin models 
















などのスーパーコンピュータで実行し、我々は、 S = 1=2スピン系 42サイト系の磁化過程
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Theoretical Physics I                                   数理解析学 
 
 
Ⅰ 表面におけるスピン -軌道相互作用 
Spin-Orbit Interaction at Surfaces  
 
島  信幸・馬越健次・三井隆志  
Shima, N.,  Makoshi ,  K.,  Mii ,  T.  
 
 固体表面においては、空間反転対称性が破れているため、スピン -軌道相互作用に
より、エネルギーバンドのスピン縮重が解ける場合（ Rashb a効果・ Rashba分裂と呼
ばれる）がある。 Bi表面は大きな Rashba分裂を示すが、特に Ag(111 )表面に吸着した
場合には更に大きな分裂（巨大 Rashba分裂 )を示す事が観測されている。巨大 Rashba
分裂の起源については実験・理論面から研究されているが、完全に解明されている
とはいえない状態である。我々はタイトバインディングモデル及び第一原理計算に
基づいて Rashba分裂をいくつかのプロセスに分けて分類し、 Ag(111)、 Ag(111) /Bi、




Ⅱ ナノ系を通過する非平衡電流 ,スピン流  
Nonequilibrium Electric Current and Spin Current through 
Nano-Systems 
 
島  信幸・馬越健次・三井隆志  














Ⅲ 超伝導における界面と磁場の効果  




Kaneyasu, H.  
 
母物質 Sr 2 RuO 4に µ mサイズの Ru結晶が析出した共晶体 Sr 2 RuO 4 -Ru系では、スピン
三重項 p波超伝導である Sr 2 RuO 4のバルク超伝導転移温度より高い温度で Ru結晶片
の周りに界面超伝導を生じる。この界面超伝導の超伝導秩序変数の軌道部分は高温
側では Ru結晶片界面に沿った成分が支配的であるが、この状態に RuO 2面に垂直な磁




クが生じる磁場 H *の温度 -磁場相図との対応を考察し、定性的な説明を行った。  
 
 
Ⅳ スピンナノチューブの異常量子現象  
Anomalous Quantum Phenomena in Spin Nanotubes  
 
坂井  徹  













Ⅴ フラストレーション系の新現象  
Magnetism of Frustrated Systems  
 
坂井  徹  
















Theoretical Study on the High -Tc Cuprates  
 
坂井  徹  
Sakai,  T.  
 
銅酸化物高温超伝導体の超伝導発現機構においては、強相関電子系特有のスピ
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大学院物質理学研究科  
    博士後期課程   
藤原聖基：タイトバインディング近似によるラシュバ効果の解析  
   博士前期課程  
     伊藤敬祐：スピンナノチューブの数値的研究  
        榎田裕也： p波超伝導に対する界面と磁場の効果  
     山之口諒： S=1スピンラダー系の量子相転移  
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研究課題  カゴメ格子反強磁性体の ESR 禁制遷移を利用したスピンギャッ
プ観測の理論的研究  
研究代表者  坂井  徹  




研究代表者   坂井  徹  
3   平成 29 年度 A 期 HPCI システム利用  
研究課題    （京コンピューター）「低次元量子スピン系における対称性に守ら
れたトポロジカル相の数値的研究」  
研究代表者  坂井  徹  
 
受賞  
  Journa l  o f  the  Phys ica l  Soc ie ty  o f  Japan誌の「 2016  Highly Ci ted  Ar t ic l e賞」  
（受賞論文） H. Nakano  and  T.  Saka i :  Magne t i za t io n Process  o f  the  Sp in -S 
Kago me -Lat t ice  Hei senberg Ant i fe r ro magnet ,  J .  P hys .  Soc .  Jpn.  84  (20 15)  063705   
著者：中野博生・坂井徹  
? 11 ?
Mathematical Science I, II 数理科学 I, II 
I ランダム磁場シュレーディンガー作用素のスペクトル 







きた。 Aharonov-Bohm 磁場については , Anderson型, Poisson型を含むある程度弱い条件下にお
いて , 2次元デルタ型磁場に対する Hardy型不等式を援用し , 大偏差原理により指数関数的減衰を
導くことができる。 
II　 離散シュレーディンガー作用素のスペクトル 





























On the study of spectral and scattering theory 








On the study of eigenvalue problems for Schro¨dinger operators
楳田登美男 
Umeda, T. 

































発表論文 List of Publications 
I-1 Y. Nomura : 離散群の作用で不変な磁場を持つシュレーディンガー作用素のスペクトルにつ
いて，一橋大学数理科学セミナー，2016.2.3 
I-2 Y. Nomura : Lifshitz tail for Schro¨dinger operators with random Aharonov-Bohm magnetic 
ﬁelds，Himeji Conference on Partial Diﬀerential Equations，2018.2.21-2.22 
? 14 ?
I-3 Y. Nomura : Schro¨dinger operators with random  magnetic ﬁelds, Annales Henri Poincare´. 
18 (2017), 1349-1369. (joint work with T. Mine) 
II-1 Y. Nomura : 離散シュレーディンガー作用素の埋め込まれた固有値について，第 23回超局
所解析と古典解析，2016.12.3-12.4 
II-2 Y. Nomura : 埋蔵固有値の Persistent多様体について，愛媛大学スペクトル・散乱セミナー， 
2016.12.22 
II-3 Y. Nomura : 埋め込まれた固有値の Persistent多様体について，岡山 -広島 解析・確率論セ
ミナー 2017，2017.2.20-2.21 
II-4 Y. Nomura : 離散シュレーディンガー作用素の埋蔵固有値と閾値レゾナンスについて， 2017
鹿児島スペクトル幾何学研究会，2017.3.29-3.31 
II-5 Y. Nomura : 離散 Schro¨dinger作用素の埋蔵固有値と閾値レゾナンスの Persistent多様体に
ついて，第 162回学習院スペクトル理論セミナー，2017.11.18 
II-6 Y. Nomura : 離散シュレーディンガー作用素の埋蔵固有値、閾値レゾナンスに関する逆問題
について，数理解析研究所研究集会「関数不等式の最良定数とその周辺」， 2017.9.19-9.21 
II-7 Y. Nomura : 離散 Schro¨dinger作用素の埋蔵固有値と閾値レゾナンスの Persistent多様体に
ついて，第 24回超局所解析と古典解析，2017.12.2-12.3 
II-8 Y. Nomura : On the number of discrete eigenvalues of a discrete Schro¨dinger operator 
with a ﬁnitely supported potential, Lett. Math. Phys. 106 (2016), 1465 - 1478. (joint 
work with Y. Hayashi, Y. Higuchi and O. Ogurisu) 
III-1 T.Usa :Good homological shells of a smooth projective curve given by an intersection of 
two Segre 3-folds in P 5, Report of Univ. of Hyogo, No.27, pp.1-14 (2016). 
III-2 T.Usa :Inﬁnitesimal directions for strong Betti constancy in the Hilbert scheme of P N , 
Report of Univ. of Hyogo, No.28, pp.1-12 (2017). 
III-3 T.Usa : Homological shells (Inﬁnitesimal directions for Betti stability), 射影多様体の幾何
とその周辺 2016, 高知工科大学　永国寺キャンパス, 2016.10.09. 
III-4 T.Usa : The local stability of homological shells and the Betti stability, 第 14回代数曲線
論シンポジウム, 神奈川工科大学　アクティブラーニング横浜, 2016.12.18. 
III-5 T.Usa : The local stability of homological shells and the Betti stability, 代数幾何学ミニ
ワークショップ , 多可町公民館, 2017.01.08. 
III-6 T.Usa :Koszul グラフ写像の微分 , 射影多様体の幾何とその周辺 2017, 高知大学 , 2017.11.05. 
III-7 T.Usa : Inﬁnitesimal directions for strong Betti constancy in the Hilbert scheme of P N ,
代数幾何学ミニワークショップ , 多可町公民館, 2018.01.07. 
V-1 T. Umeda : Low energy spectral and scattering theory for relativistic Schro¨dinger opera­
tors, Hokkaido Mathematical Journal 45 (2016), 141 - 179. (Joint work with S. Richard) 
? 15 ?
VI-1 T. Umeda :Schro¨dinger operators with n positive eigenvalues: an explicit construction 
involving complex valued potentials, Proc. Japan Acad. 92, Ser.A (2016), 7 - 12. (Joint 
with S. Richard and J.Uchiyama) 
VII-1 S. Kawakubo : Frenet捩率一定ではない第４ソリトン曲線について，小磯憲史先生退職記
念研究集会，2017.3.13
科学研究費補助金等 
























































 Ⅱ 強相関電子系における電子励起ダイナミクスの 
理論的研究 







的で、共鳴非弾性 X 線散乱(RIXS)をはじめとするさまざまな X 線分光実験が SPring-8 等の大
型放射光施設を利用して盛んに行われている。特に遷移金属の K 吸収端や L 吸収端に対応する
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Low-Temperature Physics & Superconductivity    電子物性学  
 
 
Ⅰ  重い電子系及びその他関連物質の物性研究  
Study of heavy-fermion and other related materials 
 
住山昭彦、山口  明、川崎郁斗  








Ⅱ  トンネル現象による重い電子系の研究  
Study of heavy-fermion materials  using tunneling phenomena  
 
                                                           住山昭彦







Ⅲ  極低温における液体・固体ヘリウムの研究  
Experimental Study of Superfluid Helium  
                                                      
山口  明  







に関する研究や、液体 4Heの電子状態に関する研究を行っている。  
 
Ⅳ  ルテニウム酸化物の物性研究  
Experimental study of ruthenium oxides 
? 19 ?
 川崎郁斗  
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1. 科学研究費補助金 (平成 28-30年度 )基盤研究（C）   課題番号 16K05450 
   研究課題  圧力下点接合分光測定による空間反転対称性の破れた超伝導体の研究  
   研究代表者    本山岳  
研究分担者    山口明  
2. 平成29年度兵庫県立大学特別研究助成 基礎研究支援 
   研究課題     ウラン系強磁性超伝導体の交流臨界電流密度測定 





Study of nonmagnetic-magnetic transition in samarium compounds
水戸　毅・上田光一 
Mito, T., Ueda, K.
　希土類元素を含む化合物が示す様々な物性を、希土類元素の種類によって特徴づけるこ
とを目的に、サマリウム（ Sm）化合物の磁性、電気伝導性、 Sm価数に注目した研究を行
なった。 SmB6や SmSは、常圧下では Sm価数が２～３価間の中間価数状態をとり、非磁
性の半導体であるが、圧力の印加によって金属的かつ磁性を示すようになる。 4f 電子状
態やギャップの圧力依存性を核磁気共鳴（ NMR）測定によって調べるが、 SmB6について
は最新の高圧力技術との組み合わせにより 7 GPaまでの測定を可能にし、 SmSについて
は S元素を NMR観測が可能な 33S同位体で置換することによって、この物質の NMR測




NMR and NQR studies on multipolar ordering systems
水戸　毅・上田光一 
Mito, T., Ueda, K.
　ユーロピウム（ Eu）を含む化合物が示す磁性や Eu価数について、 NMRと NQR測定
による研究を行なっている。 Euは３価で非磁性であるのに対し、２価では軌道角運動量
を持たないにもかかわらず、 7 ¹B もの大きな磁気モーメントを持つという特徴がある。 
EuPtPについては、この物質が温度変化に対して示す二度の価数転移による秩序構造を、 
31P-NMR測定によって明らかにした。また、この物質の低温下磁気秩序状態で、 P，Pt
のゼロ磁場 NMR測定、３価状態にある Euの NQR 測定によって磁気秩序構造を明らか





NMR/NQR studies of ytterbium compounds
水戸　毅・上田光一 
Mito, T., Ueda, K.
　イッテルビウム（ Yb）を含む化合物における非磁性－磁性転移の研究は、 Ce系や Sm
系の化合物との比較においても大変興味深い。YbXCu4（X= Cu, Ag, In）が示す高温の






NMR/NQR studies of URu2Si2 that shows the hidden order
水戸　毅・上田光一 
Mito, T., Ueda, K.
　ウラン（ U）を含む URu2Si2化合物は、 THO=17.5 K以下で秩序因子が明らかになって
いない相転移（隠れた秩序（ HO））を示す。 THOにおける f 電子状態、磁性、系の対称性
変化について調べるため、 URu2Si2の単結晶試料と 29Siの濃縮粉末試料の Ruと Siサイ
トの NMRと NQR測定を行なった。また、非磁性参照物質である ThRu2Si2と LaRu2Si2
についても NMRと NQR測定を行ない、 HO状態でのイジング的スピン相関や U価数に
ついて情報を得た。 
V　ナノ粒子の核磁気共鳴 
NMR study of nano-particles
水戸　毅・上田光一 








NMR and NQR studies of heavy Fermion superconductors
水戸　毅・上田光一 
Mito, T., Ueda, K.
　重い電子系超伝導の発生機構を解明するため、以前からの UPt3、URu2Si2、UPd2Al3
での Pt、Si、Al核等の NMR、Ru、Pd核の NQRに加え、最近報告された CePt3Siの Pt、 
Si核の NMRを行ない、ナイトシフト、核スピン格子緩和時間の温度変化を測定している。
特に 1 K以下の低温における NMR、NQR測定を中心にして研究を行なっている。 
VII　複数の相転移をもつ物質での核磁気共鳴 
NMR study of materials with multiple phase transitions
水戸　毅・上田光一 
Mito, T., Ueda, K.
　希土類を含む金属間化合物（例えば RE5T4X10、RE2T3X5; RE=希土類、 T=遷移金属、 




Magnetism of geometrically frustrated systems
水戸　毅・上田光一 
Mito, T., Ueda, K. 
? 24 ?
　黒リンは２次元層状構造をとり、常圧下において約 0.3 eV のナローギャップを有する
半導体である。近年、圧力を印加するに従ってエネルギーギャップの大きさが減少し、約 
1.5 GPaの圧力下において半金属状態に転移するという報告がなされ、新奇的な電子状態
の発現の可能性が期待されている。常圧下において 31P-NMR による核スピン格子緩和率 
(1=T1) の温度依存性測定を行ったところ、降温に伴って 1=T1が指数関数的に減少する半
導体的振る舞いが観測され、 130 K以上が真性領域、 130 K以下では不純物による影響が
大きくなるという結果が得られた。この違いは、 NMR測定では不純物の影響を受けにく
いため、より低温領域まで半導体的振る舞いが観測されたものと考えられる。
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PCRI): 51V-NMR study of charge order induced by cation order in ±-Ag2=3V2O5, 
J. Phys.: Conf. Ser. 807, 062001-1-6 (2017) 
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電子状態の研究 IV、日本物理学会 2017年秋季大会（岩手大学）2017年 
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電子状態の研究 V、日本物理学会第 73回年次大会（東京理科大学）2018年 
VIII-1 藤井拓斗 , 赤浜裕一 , 上田光一 , 水戸　毅：黒リンにおける半導体 半金属転移近傍
の 31P-NMR測定による研究、日本物理学会 2017年秋季大会（岩手大学）2017年 
VIII-2 藤井拓斗 , 赤浜裕一 , 上田光一 , 水戸　毅：黒リンにおける半導体 -半金属転移近





江見直哉 ：多角的に観測する非局在性が強い f 電子状態の研究
博士前期課程
藤井拓斗 ：高圧下における黒リンの 31P-NMR測定による研究
森　弘希 ：ミクロな視点から見た SmB6の La置換効果










Quantum Magnetism 量子物性学 
I　 Fe 系超伝導体の純良試料育成と物性研究 
Single Crystalline Preparation and Study of Magnetism in iron-based superconductors
池田修悟・小林寿夫 
Ikeda, S. and Kobayashi, H.
　我々は、フラックス法による化合物育成環境を整えることで、鉄系超伝導体の中で SrFe2As2, 
Eu(Fe1 xCox)2As2, KxFe2 yS2 の単結晶を育成し、圧力・磁場・低温の多重極限環境下
における電子状態の研究を行った。常圧における SrFe2As2は、 200 K近傍において正方
晶から斜方晶への構造相転移と Feサイトの反強磁性秩序を同時に示す。静水圧により両
相転移温度は減少し、約 5 GPa(=Pc1)以上 8 GPa(=Pc2)以下でバルクの超伝導が発現す
る。ここで我々は、 SrFe2As2に対して高圧力下 X線回折実験を行い、圧力誘起超伝導状




状態と Pc2以上における高圧正方晶相 (常伝導 )との結晶構造は異なることを示している。
今後は、圧力誘起超伝導状態、結晶構造及び磁性との相関を調べるため、核共鳴前方散乱
実験を行う予定である。


















Study of Valence Fluctuating Phenomena in Rare-Earth Compounds
池田修悟・小林寿夫 
Ikeda, S. and Kobayashi, H.
　国内他研究機関と協力して、重い電子系 Yb 化合物において初めて超伝導状態が観測さ
れた -YbAlB4 (Tc = 80 mK) とその類似の化合物である -YbAlB4 の低温・高圧力・磁
場中 174Yb 放射光メスバウアー分光測定の研究を展開した。
低温・磁場中 174Yb 放射光メスバウアー分光測定及び構造解析の結果、 -YbAlB4 で
は外部磁場に量子臨界性の抑制に、価数揺動時間スケールの変化と Yb 4f 電子と伝導電
子の異方的混成効果が強く関係していることを示した。一方、 -YbAlB4 では、磁場誘起
の Yb 4f 電子の四極子モーメントの変化を直接観測することに成功した。 -YbAlB4 で




III　 3d 遷移金属酸化物・化合物の物性研究 
Study of Magnetism in 3d Transition Metal Compounds
池田修悟・小林寿夫 
Ikeda, S. and Kobayashi, H.
　国内他研究機関と協力して、 M 型フェライト化合物に関する実験研究を行った。 M 型
フェライト化合物に関しては、既に基礎的、実用的な研究が多くの実験手法を用いて行わ
れている。しかし、全ての実験結果が矛盾なく説明されているわけではない。永久磁石材





た。 Co K-edge X 線吸収・発光分光法と 57Fe メスバウアー分光法の測定結果から、 Co
置換サイトを決定した。
ドイツ及びスペインの研究機関と共同で、温度・圧力誘起の金属‐絶縁体転移を示す 









Study of Structure and Magnetism in Rare Earth Compounds under High Pressure
池田修悟・小林寿夫 
Ikeda, S. and Kobayashi, H.
　斜方晶 Cmcmの結晶構造を持つ EuTIn4(T: Ni,Pd)は、 Eu2+サイトが反強磁性転移を
示す。両化合物とも反強磁性転移温度 TNはほぼ同じであるが、 TN以下の磁気異方性と磁
化曲線は大きく異なる。 EuNiIn4は、 b軸方向が磁化容易軸の一軸異方性であり、 TN以下



















　ドイツのグループとの共同研究として、 Yb系の重い電子系化合物 YbT2Si2 （T= Co, 
Rh, Ir ) を対象に高分解能コンプトンプロファイルの角度依存測定を行い、その二次元再
? 30 ?
構成解析から運動量密度分布及び電子占有数密度を求め、電子構造の研究を行っている。 
T = Rh の試料は、量子臨界現象を示す可能性が指摘されており、多くの関心を集めてい
る。 T = Co, Ir の試料での測定結果や、各試料に対応するバンド計算の結果、また、ドイ
ツのグループによる光電子分光実験との比較を通じて、この系のフェルミ面の変遷や量子
臨界へ至る筋道を明らかにしたい。
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Solid State Photophysics 光物性学 
I　高輝度放射光Ｘ線を用いた光物性研究 
Photophysics using brilliant synchrotron X-ray beam
田中義人・長谷川尊之 














































IV スピン緩和抑制コーティングの NMR計測 














Terahertz-range carrier dynamics in semiconductor nanostructured lms
長谷川尊之・田中義人 









Photocurrent characteristics in semiconductor nanoparticle lms
長谷川尊之・田中義人 
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Development of X-ray Microscopes and the Applications to Material and Life Sciences
高山裕貴・篭島 靖 




ることが重要である。これまでに、 SPring-8 兵庫県 ID ビームライン BL24XU において、ゾーンプレ
ートを用いた走査型 X 線顕微鏡や広視野結像型 X 線顕微鏡を開発し、高度化を進めている。走査型顕





ント X 線回折イメージング法の開発を行っている。本手法はコヒーレント X 線回折パターンから計算
機アルゴリズムにより試料像を得る方法であり、従来技術では観察が極めて難しいサブミクロン金属
粒子中の空孔構造などを 30 nm より高い空間分解能で可視化することに成功している。本手法にマイ
クロ集光ビームによるスキャン測定を導入して広視野化を図り、50 nm 線幅を十分解像可能な像を得
ることに成功した。
回折限界サイズの X 線集光ビームを生成する場合やコヒーレント X 線回折イメージング法などを行
う場合、入射 X 線ビームのビーム特性を評価しておくことが重要である。現在、ビーム特性としてデ























   





ビームを形成し、数ないし 1 µm の位置分解能をもって局所歪みなどの空間分布を測定することを目
的としている。これにより将来の我が国の産業を支える電子デバイスの発展、プロセス改良に寄与す
るための基礎研究を行う。
現在 SPring-8 の兵庫県 ID ビームライン(BL24XU)において、高精度 X 線回折計を組み合わせた装






Participation in Synchrotron Radiation Research Nanotechnology Center
篭島 靖・津坂佳幸・高山裕貴 
Kagoshima, Y., Tsusaka, Y. Takayama, Y.




盛んになってきたことなどから、BL24XU が有する手法に加え、小角 X 線散乱、広域 X 線吸収微細構
造解析、高精度粉末 X 線回折、単色 X 線トポグラフィ等の手法についても対応すべく、2 本目の県専
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High-Pressure Synthesis of Novel Hydrides 
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Functional Materials I                        機能性物質学 Ⅰ 
 
 
Ⅰ  金属・半導体ナノ粒子の合成と物性 













Ⅱ  ナノ粒子組織体・分散系の物性 








ては光や熱、電場をトリガーにして粒子集合形態が 1 次元、2 次元、3 次元へと変化する。このよう
な粒子系の集合構造の変化の原因とその物性を光学的、電気的な手段を駆使して研究している。特
に、ナノ粒子が高濃度に分散している溶媒の電解質濃度や温度、蒸発速度などを調節しながら気液
界面や固体基板上でナノ粒子を一様膜、あるいは 2 次元超構造体、3 次元粒子結晶体に集合させる方
法を開発している。 
 
III  光 CELIV法に関する研究 












   
IV 電荷注入障壁に関する研究 
Studies on charge injection barrier using displacing current measurement technique 
 
田島裕之・佐藤井一 
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名古屋 渉: シリコンナノコロイドから作製した導電性シリコンナノ構造膜 
 
科学研究費補助金等 
文部科学省科学研究費補助金（平成 27～29 年度）基盤研究 (C) 課題番号：15K05994 
研究課題  シリコンナノ粒子インクによるプリンタブル多孔質シリコン膜 
研究代表者  佐藤井一 
 
ひょうご科学技術協会学術助成金（平成 29 年度） 課題番号：29014 



































Functional Materials II 機能性物質学Ⅱ
Ⅰ 新しい有機分子性金属・超伝導体・磁性伝導体の
開発と研究
Development and study of new organic molecular metals, superconductors, and
magnetic conductors
山田順一・久保和也・角屋智史
Yamada, J., Kubo, K., Kadoya, T.
新しい有機分子性導体・磁性伝導体の開発を目指した研究と、当研究室で開発に成功した有機超伝
導体の構造と物性の相関を解明するための研究を行った。主な研究項目を以下に示す。
(1) 分極した新しい BEDT-TTF 塩に関する研究 
(2) キラル TTF ドナーを用いた新しい分子性導体に関する研究 
(3) 有機超伝導体b-(BDA-TTP)2SbF6 の次元性に関する研究
(4) キラル体とラセミ体の TTF ドナーを用いた分子性導体に関する研究 
(5) 圧力有機超伝導体b-(BDA-TTP)2I3における磁気フラストレーションに関する NMR 研究 
(6) プロキシルラジカルを用いた Ni(dmit)2 塩に関する研究 
(7) 新しい TTP ドナーを用いた分子性導体に関する研究 
(8) キラル体とラセミ体の TTP ドナーを用いた分子性導体の電子相関制御に関する研究
さらに、物理有機化学大事典( Encyclopedia of Physical Organic Chemistry)の第 41 章( Design of
Conducting and Superconducting Organic Molecules)を執筆した。
Ⅱ BEDT-TTF系有機超伝導体の研究












    
 
 










     
 
 






Fabrication and characterization of organic field-effect transistors
山田順一・角屋智史・久保和也
Yamada, J., Kadoya, T., Kubo, K.
(1) 高性能有機電界効果トランジスタ( OFET)を構築するためには、高移動度を示す新しい有機半導
体の合成が不可欠である。本研究では、 (i)分子のスタック方向に大きな重なり積分が見積もられた
一次元性の強い DF-ET の移動度が 1.04 ´ 10–3 cm2/Vs であること、および(ii)擬三次元的な重なり積
分が見積もられた BDH-TTP が高移動度( 2.03 cm2/Vs)を示すことを踏まえて、 DF-ET のアルキル誘
導体および BDH-TTP の類縁体を新たに合成することに成功した。さらに、これらの新しい p 型半
導体を用いて OFET を作製し、特性評価を行った。 
(2)  BTBT 誘導体を始めとするチエノアセン系分子は優れたトランジスタ材料として知られており、 




果、 0.44 cm2/Vs という値が得られている。 
Ⅳ 低分子金属錯体を用いた新規エレクトロクロミック材料
Electrochromic materials based on low-molecular-weight metal complexes
久保和也・角屋智史・山田順一





ピリジンとジチオレン配位子をもつ電気的に中性な平面４配位型白金錯体は、 622 nm に HOMO-
LUMO ギャップに起因する吸収帯をもち、薄緑色を示す。この錯体に +2.5 V の電圧を印加すると一電
子酸化体を形成し、薄黄色に変化する EC 特性を示した。一電子酸化状態では 622 nm の吸収帯は減少
し、新たに 500 nm 付近に吸収帯が現れた。この非対称型金属錯体の中性状態と一電子酸化状態のス




        
 
 
      
 
























Development of multiferroic materials based on supramolecular structures in plastic crystals
久保和也・角屋智史・山田順一
Kubo, K., Kadoya, T., Yamada, J.
マンガン-クロムオギザレート錯体は、一般に結晶内において二次元ハニカム構造を形成する。マ
ンガン-クロムオギザレート錯体の対カチオンとして、 o-, m-, p-フルオロアニリニウムとクラウンエー
テル誘導体から成る超分子カチオンを導入すると、アニオン錯体部位が二次元ハニカム構造を形成し、
アニオン層とカチオン層が交互に配列することを明らかにした。マンガンイオンとクロムイオンにそ
れぞれ存在する S = 3/2 と S = 5/2 のスピンに起因する強磁性転移が 5.0 K 付近で見られた。さらに、




Investigation of an electronic state of (EtMe3Sb)[Pd(dmit)2] under high pressure
久保和也
Kubo, K.
EtMe3Sb[Pd(dmit)2]2 は常圧で Mott 絶縁体であるが、圧力印加により金属相が現れて金属-Mott 転移
を示すことが期待される。しかし、圧力下で 13C NMR 測定行ったところ、Mott 転移が通常の１次転
移として観測されるのでなく、非常に遅い揺らぎをもつ電子状態として観測された。これは、これま
での Mott 転移の理解を超える現象であり、 Griffiths phase とよばれる転移である。 Griffiths phase は理
論的に提唱されていたが、本研究によって初めて実験的に観測することに成功した。 
Ⅶ 軽金属配位性高分子の構造制御













      
 
   
   




     
	                   
           
     
        
   
      
          
       
      
   
          
           
       
        





Organic conductors based on organic transistor molecules and investigation of intermolecular
transfer integrals
角屋智史・久保和也・山田順一
Kadoya, T., Kubo, K., Yamada, J.
これまでに、優れた有機トランジスタ材料の基本骨格として知られている BTBT は高伝導性有機導
体の構成成分としても有用であることを報告している。従来の有機導体とは異なり、 (BTBT)2XF6 (X =
P, As, Sb, Ta)は熱電材料として高いパワーファクターを示す。本研究では、 BTBT の硫黄をセレンに置
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Development of Functional Metal Complexes Using Intramolecular Charge Transfer Properties
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